
 
 

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
収
入

は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
減
収
と

な
る
見
込
み
で
、
財
源
不
足
を
基

金
繰
入
金
に
よ
っ
て
補
う
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

国
庫
補
助
金
の
廃
止
や
地
方
交
付

税
の
見
直
し
な
ど
、
地
方
は
変
動

の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い

き
ま
す
。 

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

九
月
末
現
在
で
、
当
初
予
算
に
前

年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
と
三
回

の
補
正
を
行
っ
た
結
果
、
百
九
十

五
億
三
千
七
百
五
十
八
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
（
表
①
参
照
）。 

今
年
度
上
半
期
は
、
泉
小
学
校

改
築
事
業
・
バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
施
設
整
備
工
事
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。 

 
 

特
定
の
事
業
を
行
っ
た
り
、
特

定
の
収
入
を
特
定
の
支
出
に
充
て

た
り
す
る
と
き
は
、
一
般
会
計
と

切
り
離
し
て
経
理
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
を
特
別
会
計
と
い
い
、
本
市

の
場
合
八
種
類
あ
り
ま
す
（
表
①

参
照
）。 

 
 

病
院
事
業
や
水
道
事
業
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
会
社
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
と
見
立
て
、
独
立
し

て
経
理
を
行
う
の
が
一
般
的
で
す
。

こ
れ
を
企
業
会
計
と
い
い
ま
す
。 

  

市
の
収
入
に
は
市
税
な
ど
の
ほ

か
、
一
時
的
に
多
額
の
支
出
を
伴

う
学
校
・
道
路
・
下
水
道
な
ど
、

建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
長
期
借

入
金
（
市
債
）
が
あ
り
ま
す
。
市

債
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
負
担
を

残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
世
代

間
の
公
平
負
担
の
原
則
を
尊
重
し

つ
つ
、
返
済
能
力
の
範
囲
内
で
運

用
し
て
い
ま
す
（
表
②
参
照
）。 

今
年
度
は
、
泉
小
学
校
建
設
・

バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
整
備

事
業
な
ど
で
借
り
入
れ
す
る
予
定

で
す
。 



平成 17年度上半期の利用者数は対前年度同期比
で、入院が497人（0.9％）増加し、外来（居宅介護
サービス含む）が3,510人 (2.9％）減少しました。 

平成 17年度上半期の配水量は 343万m3（対前年
度同期比 0.78％減）、これに対する有収水量は 322
万m3（対前年度同期比0.42％増）となりました｡有
収率は 93.71％で、前年度同期に比べ 1.12％増加し

ました。 


